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「アニメーションと地域振興のあり方について ～アニメのファンから地域のファンへ～」 

岡本 健 

 

 私の主な研究テーマは「観光行動における人と人との相互作用に関する研究」である。

人は観光において、さまざまな人に出会う。人と人が出会うとコミュニケーションが起こ

り、お互いにさまざまな影響を受ける。その心理的メカニズムを、人の認知・感情などを

研究することから明らかにしていこうと考えている。 

 今回の発表の主眼は、「ツーリズムに乗せてメッセージを伝えるにはどうすればよいか」

ということにある。ケースとして、アニメーションのロケ地となることで、観光客が急激

に増えた埼玉県鷲宮町の事例をとりあげる。鷲宮町では、アニメーションに頼った観光事

業の展開だけではなく、地域のファンへとつなげる仕組みを作っており、観光客が自然に

地域とコミュニケーションがとれるようになっている。 
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 エコツーリズムの目的の一つに、自然体験や文化体験を提供することで、観光客にエコ

に対する意識を高めてもらうことが挙げられる。しかし、意識の高い観光客ばかりが訪れ

るとは限らないし、基本的に観光はレジャーであるから楽しさや自由が必要不可欠である。 

 今回の発表では、楽しい観光を壊すことなく、地域のことを伝える手法のヒントになる

事例を紹介し、エコツーリズムの創造において、メッセージを伝達するためにどのような

工夫が考えられるかについて、議論したい。 
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